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(57)【要約】
　本発明は閉鎖空間を滅菌するために使用される滅菌剤
蒸気発生装置と共に使用される機器に関する。本機器は
、滅菌処理のガス処理工程中における閉鎖空間内での滅
菌剤蒸気の散布を強化させ、続く送気工程中は閉鎖空間
内の空気から滅菌剤蒸気を除去する手段を備える。本機
器は、必要であれば加湿を行なうように任意に構成する
こともできる。本発明は、滅菌処理のガス処理工程中に
閉鎖空間内に滅菌剤蒸気を散布し、送気工程中に閉鎖空
間の空気から滅菌剤を除去する手段を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　滅菌処理をする閉鎖空間へ滅菌剤蒸気を供給する装置と共に使用する機器であって、前
記機器は、前記滅菌処理のガス処理工程中に前記滅菌剤蒸気を前記閉鎖空間内に散布する
散布手段と、送気工程中に前記閉鎖空間内の空気から前記滅菌剤を除去する滅菌剤除去手
段と、を含む機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の機器であって、前記散布手段は前記閉鎖空間内に空気流を生成する空
気移動手段を有する機器。
【請求項３】
　請求項２に記載の機器であって、前記散布手段は、少なくとも１つの入口と、少なくと
も１つの出口と、前記空気移動手段とを有し、前記空気移動手段は、前記少なくとも１つ
の入口を通して前記機器外から前記機器内へ空気を引き入れ、前記少なくとも１つの出口
から前記空気をより速い速度で放出する手段を有する機器。
【請求項４】
　請求項３に記載の機器であって、本体は前記本体の一つ又は複数の側面に複数の入口を
有する機器。
【請求項５】
　請求項４に記載の機器であって、前記本体は前記本体の一つ又は複数の側面に複数の出
口を有し、複数の側面に出口を有する場合には、どの側面の出口を開いて放出するかを選
択可能にする任意の手段を有する機器。
【請求項６】
　請求項２～５のいずれか１項に記載の機器であって、前記空気移動手段は、モータ駆動
ファンを有する機器。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の機器であって、前記散布手段によって発生する空
気流に混合されるように前記空気流に水蒸気を供給する手段を備える機器。
【請求項８】
　請求項７に記載の機器であって、第１室内の前記空気流に水蒸気を供給する前記手段は
、水供給源と、前記水供給源から前記空気流に前記第１室を通して水をフラッシュ蒸発さ
せる手段と、を含む機器。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の機器であって、前記滅菌剤除去手段は、少なくと
も１つの入口と、前記空気から前記滅菌剤蒸気を除去する手段と、少なくとも１つの出口
と、前記空気を前記機器内へ前記入口から前記滅菌除去手段を通して引き入れ、前記空気
を前記出口から放出し、それによって前記機器外の前記空気の滅菌剤濃度を下げる空気移
動手段と、を有する機器。
【請求項１０】
　請求項９に記載の機器であって、前記散布手段の前記入口の少なくとも１つは、前記滅
菌剤除去手段の入口でもある機器。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載の機器であって、前記散布手段の前記出口の少なくとも１つは
、前記滅菌剤除去手段の出口でもある機器。
【請求項１２】
　請求項９又は１０に記載の機器であって、前記散布手段の前記空気移動手段は、前記滅
菌剤除去手段の前記空気移動手段であるか又はその一部である機器。
【請求項１３】
　請求項９～１２のいずれか１項に記載の機器であって、前記入口と前記出口との間を流
れる前記空気から前記滅菌剤を除去する前記滅菌剤除去手段は、前記入口付近に配置され
る手段を有する機器。
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【請求項１４】
　請求項９～１３のいずれか１項に記載の機器であって、前記滅菌除去手段の前記空気移
動手段は、モータ駆動ラジアルファンを有する機器。
【請求項１５】
　請求項９～１４のいずれか１項に記載の機器であって、前記出口から放出される空気の
方向は選択可能である機器。
【請求項１６】
　請求項２～１５のいずれか１項に記載の機器であって、前記散布手段の作動中に前記滅
菌除去手段の前記少なくとも１つの入口を通る空気の流れを妨げるように動作する弁手段
をさらに有する機器。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は単体である機器。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は車輪上に設置される
機器。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は前記本体を移動でき
るように取っ手を有する機器。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は、閉鎖空間に滅菌剤
蒸気を供給する移動可能な装置に前記本体を連結し、２台が一緒に移動できる機器を形成
するように連結する接続手段を有する機器。
【請求項２１】
　添付図面を参照して上に説明した機器及び添付図面に示す機器と実質上同一の機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、閉鎖空間の滅菌に使用する滅菌剤蒸気発生装置と共に使用する機器に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　本機器は、滅菌処理におけるガス処理工程中に閉鎖空間内での滅菌剤蒸気の散布を強化
し、それに続く送気（エアレーション）工程中に閉鎖空間内の空気から滅菌剤蒸気を除去
する手段を提供する。本機器は、必要であれば加湿機能を備えるように構成することもで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００８／１４５９９０号パンフレット
【特許文献２】英国特許第２３６７０１６号明細書
【特許文献３】国際公開第０２／１１８６４号パンフレット
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、滅菌処理をする閉鎖空間へ滅菌剤蒸気を供給する装置と共に使用する機器を
提供する。本機器は、滅菌処理におけるガス処理工程中に閉鎖空間内に滅菌剤蒸気を散布
する手段と、送気（エアレーション）工程中に閉鎖空間内の空気から滅菌剤を除去する手
段とを有する。
【０００５】
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　好適には、散布手段は閉鎖空間内に空気流を起こす手段を有する。
【０００６】
　より好適には、散布手段は少なくとも１つの入口と、少なくとも１つの出口と、空気流
を起こす手段とを有する。空気流を起こす手段は、少なくとも１つの入口を通して機器外
から機器内へ空気を引き入れ、少なくとも１つの出口を通して空気をより速い速度で放出
する手段を有する。
【０００７】
　本機器は、例えば室内等の閉鎖空間を生物除染する滅菌剤蒸気(例えば過酸化水素)発生
装置と併せて使用してもよい。その場合、本機器は除染する空間内に設置してもよい。
【０００８】
　本機器は滅菌剤蒸気発生装置によって制御し、発生装置の生物所染サイクルの全工程に
おいて運転させてもよい。コンディショニング工程中は（さらに場合によってはガス処理
工程中も）、本機器は対象の閉鎖空間に水蒸気を供給し湿度を上げる。本機器は、ガス処
理中は蒸気の散布を推進し、エアレーション工程は閉鎖空間中の空気から滅菌剤蒸気を除
去する手段を提供する。
【０００９】
　好適には、滅菌剤除去手段は、少なくとも１つの入口と、空気から滅菌剤蒸気を除去す
る手段と、少なくとも１つの出口と、空気移動手段とを有する。空気移動手段は、入口か
ら滅菌剤除去手段を通して本機器に空気を引き入れ出口から機器外へ空気を放出すること
によって、機器外の空気中の滅菌剤の濃度を低下する。
【００１０】
　滅菌剤蒸気生成装置と組み合わせて使用される現在市販されている室内用エアレータは
、滅菌サイクル中のガス処理工程の最後にしか運転されず、一般的にガス発生装置に接続
され、ガス発生装置によって制御される。本発明に係る機器は、生物除染サイクル中の蒸
気散布も推進するので、追加の発生装置やファンを必要とせずに、複雑又は大規模な施設
内全体に渡って確実に蒸気を均一に散布する。
【００１１】
　機器は、送気機能を実行するため、閉鎖空間から（その閉鎖空間の滅菌後）滅菌剤を含
む空気を受け入れる単数又は複数の入口と、滅菌剤が低減された空気を戻す単数又は複数
の出口と、本機器内に配置され、空気から滅菌剤を除去する触媒又は他の適した手段と、
滅菌剤を含む空気を入口から引き入れ、滅菌剤除去手段を通して外部空気へ出す手段と、
閉鎖空間滅菌処理中に閉鎖空間からの滅菌剤を含む空気を筺体内のフィルタ（又はその他
の滅菌剤除去手段）の下流部分に渡って循環させ、滅菌剤除去工程のために筺体内のその
部分を確実に滅菌する手段とを有する。
【００１２】
　好適には、本機器は容易に移動できるように車輪上に備えられる単体としてもよい。移
動を簡単にするため、本機器は機器の他の部品に物理的に接続する手段を有してもよい。
【００１３】
　本機器は、サイクルの前後においてもガス発生装置とは取り付け又は接続（有線又は無
線）せずに、運転中（作業中）のままにしておいてもよい。
【００１４】
　ここで本発明の実施形態を下記の図を参照しながら例としてのみ説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る機器の第1実施形態の正面立面図である。
【図２】図１に示す機器の背面立面図である。
【図３】機器の側面立面図である。
【図４】機器の斜視図である。
【図５】図１の機器の側面・側面間の断面図である。
【図６】図１の機器の正面・背面間の断面図である。
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【図７】散布モードで運転中の機器の略図である。
【図８】図７と同様の図であり、循環するガス又は滅菌剤蒸気に水蒸気を加える加湿機能
を追加した図である。
【図９】図７と同様の図であり、循環空気から滅菌剤蒸気を除去するガス除去（送気：エ
アレーション）機能を追加した図である。
【図１０】本発明の他の実施形態に係る機器の正面及び側面の斜視図である。
【図１１】図１０に示す他の実施形態に係る機器の背面及び側面の斜視図である。
【図１２】図１０の機器の側面断面図である。
【図１３】散布モードで運転中の図１０の機器の略図である。
【図１４】図１３と同様の図であり、ガス除去（送気：エアレーション）モードで作動中
の機器を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明は、滅菌剤散布及び除去を組み合わせた機器であって、滅菌処理のガス処理工程
中に閉鎖空間内に滅菌剤蒸気を散布する手段と、続く送気工程中に閉鎖空間内の空気から
滅菌剤を除去する手段とを組み合わせた基本的には単体の機器に関する。
【００１７】
　図１～４を参照する。本発明に係る機器の第１実施形態を示す。機器１０は、シャシー
１１を有し、好適にはシャシー１１は、使用される室内又は他の閉鎖空間内において機器
の移動を簡単にするため、旋回台１３に支持されるキャスタ車輪１２上に取り付ける。
【００１８】
　好適には、本機器のシャシー１１は、略正方形の構成であって、本体１４を支える。本
体１４もまた上面図において略正方形であって略縦長または直立形である。本体１４には
、上部１５が区分けされ、ここへ閉鎖空間からの空気及び滅菌剤蒸気が引き入れられ、高
速で放出される。上部１５には閉鎖空間内の湿度を上げるため、この部分を通り循環する
空気及び滅菌剤蒸気に水分を加える機構がある。
【００１９】
　本機器は下部１６を有し、ここへ除染処理の最後に閉鎖空間内の浮遊滅菌剤蒸気が引き
入れられる。下部１６は、図５及び６で示すように滅菌剤除去手段４４を有し、空気に含
まれる滅菌剤を除去する。
【００２０】
　本体１４の上部１５から取っ手１７が突き出ており、閉鎖空間内で機器１０を動かすこ
とが可能である。
【００２１】
　機器１０の１つの構成では、本体１４は正面壁１８、背面壁１９及び側面壁２０を有す
る。図５及び６に示すように、本体１４の上部１５は、内部にある水平方向の仕切り２１
によって下部１６と分かれる。上部１５自体も、水平方向の仕切り２２によって上室２４
と下室２３とに分かれる。下室２３は本体１４の正面壁に入口孔２５の集まりを有し、空
気流を下室２３へ通す。上室２４には、本体１４の正面壁１８、側面壁２０、背面壁１９
のそれぞれに水平方向に離れて各２つずつペアで大きな出口ノズル２６がある。好適には
、各ペアのノズル２６をお互いに対して少し異なる角度で設置する。
【００２２】
　上室２４と下室２３とを分ける仕切り２２の開口部には高速ファン２７が備えられ、閉
鎖空間からの空気及び滅菌剤蒸気を入口２５を通して下室２３へ引き入れ、そして上室２
４へ向かわせ、出口ノズル２６から高速で放出する。これによって閉鎖空間全体に渡る空
気中の滅菌剤蒸気の循環と散布を強化する。
【００２３】
　機器１０の変形として、上部１５の上室２４に弁又はその他の手段を導入し、機器１０
の各側面を選択的に制御できるようにしてもよい。例えば、１つの側面のみから、又は選
択された側面からの放出を実施してもよい。
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【００２４】
　加湿装置２８を任意で付けてもよく、例えば仕切り２１に設置できる。そのような装置
２８は、水容器と、ポンプと、送出管３０とから構成してもよい。送出管３０は、仕切り
２２を貫き上部１５の上室２４へ延び、仕切り２１に取り付けられたフラッシュ蒸発器へ
水を供給し、上室２４を通る空気及び滅菌剤の流れに水蒸気が供給され取り込まれる。こ
れによって閉鎖空間へ運ばれ閉鎖空間内の空気の湿度を高める。
【００２５】
　本体の下部１６は、仕切り４０によって下室４１と上室４２とに分かれる。上室４２は
本体の側面壁２０に入口孔４３の集まりを有し、空気及び滅菌剤を上室４２へ通す。滅菌
剤除去手段４４（触媒又はその他の適した手段）が入口孔４３の後ろに設置される。滅菌
剤除去手段４４は、触媒フィルタを含むろ過材を有してもよい。滅菌剤蒸気は、触媒フィ
ルタと反応して無害の成分に分解される。過酸化水素蒸気であれば、過酸化物は、水又は
水蒸気と酸素に分解される。
【００２６】
　下部１６の下室４１は、本体１４の正面壁、背面壁、側面壁に出口孔５０の集まりを有
し、この出口孔５０を通して空気及び残留滅菌剤蒸気を下室４１から放出させ閉鎖空間へ
戻す。上室４２と下室４１とを分ける仕切り４０は、大きな中央開口部を有し、そこに高
速ファンを備え、滅菌剤蒸気を入口孔４３そして滅菌剤蒸気除去手段４４を通して上室４
２へ引き入れ、下部１６の下室４１にある出口孔５０を通して空気及び残留滅菌剤を放出
する。
【００２７】
　仕切り４０は、小型軸流ポンプ５２をさらに有し、閉鎖空間の除染工程中に滅菌剤蒸気
を閉鎖空間から孔５０を通して引き入れ、本体１４における下部１６の上室４２と下室４
１全体に渡って滅菌剤蒸気を循環させ、下部１６のこれらの上室４１及び下室４２全体の
表面を確実に無菌にする。このため、空気が上室４２に引き入れられ、空気中の滅菌剤が
除去されても、下部１６から閉鎖空間へ戻る空気は、下部１６の上室４２又は下室４１内
の細菌によって汚染されることはない。
【００２８】
　ここで上述した機器１０の異なるモードを示す図７～９を参照する。図７では、機器１
０は閉鎖空間内の浄化作業中に閉鎖空間内全体に渡って滅菌剤蒸気の循環と散布を強化す
るように動作する。このため、空気及び滅菌剤蒸気は上部１５の下室２３へ引き入れられ
、上室２４と下室２３の間のファン２７で加速され、ノズル２６から高速で放出されるの
で、閉鎖空間全体に渡る蒸気の散布を強化する。
【００２９】
　さらに、キャスタ車輪１２を備えるので、浮遊蒸気の流れを単数又は複数の特定の方向
へ向けて放出するように機器１０を特定の向きにすることが可能である。車輪１２に変え
て又は加えて、機器１０の全体又は一部を浮遊蒸気の流れを放出する方向を選択できるよ
うに、機器１０の向きを決める他の手段を有してもよい。例えば上部１５は、機器１０の
他の部分に対して回転可能とすることもできる。
【００３０】
　図８のモードでは、加湿器を動作させ循環する滅菌剤蒸気又は空気に水蒸気を付加し閉
鎖空間の蒸気成分の湿度を上げ、それによって除染工程を速める。機器の任意の加湿部は
、別個の滅菌剤蒸気発生装置又は機器１０の制御装置によって制御してもよく、これらの
装置は閉鎖空間内の空気の相対湿度（ＲＨ）を監視する。ＲＨの初期値が所定値よりも低
ければ、除染工程中に加湿器を作動させるよう制御信号を発生させる。
【００３１】
　図９は、本体１４の上部１５での散布に加えて、下部１６内で作動する送気機能を示す
。このように滅菌剤蒸気を含む空気は、入口４３、そして滅菌剤蒸気が除去される滅菌剤
蒸気除去手段４４を通って下部１６へ引き入れられ、空気及びまだ除去されていない残留
蒸気は下部の下室４１から放出される。滅菌サイクルの送気工程中、機器１０の底部に設
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置される高容量ファン５１は、入口４３から空気を引き入れ、空気を滅菌除去手段４４へ
通す。洗浄された空気は、本体１４の壁１８，１９，２０の低部に位置する出口孔５０を
通って機器１０から出る。
【００３２】
　好適には、本体１４は２台の本機器１０同士、又は１台の本機器と蒸気発生装置とを接
続する手段を有する。それによって、本機器２台、又は１台の本機器と蒸気発生装置は連
結され、一緒に移動できる。接続手段は、本体の下端近くに設置され、フックの形状をし
て間隔を置いて配置された留め具４８と、背面壁１９が有する本体１４の下端近くに設置
された水平棒４９でもよい。
【００３３】
　機器１０の具体的な構成は、上記の構成から変更することができ、機器１０の他の実施
形態を図１０～１４に示す。この機器は前述の機器１０と同様の機能をいくつか有し、同
じ部品には同じ参照番号が使用される。
【００３４】
　違いは本体１４の設計及び内部の構成にある。前述の実施形態では、送気は、ファン５
１の動作によって滅菌剤蒸気を含む空気を入口４３を通して下部１６へ引き入れ、空気と
まだ除去されていない残留滅菌剤蒸気を出口孔５０を介し下部１６の下室４１から放出す
ることによって実施される。図１０～１４に示された実施形態でも空気は入口４３を通し
て下部１６へ引き入れられるが、空気流は分離され、出口孔５０からだけではなく、上部
１５の入口孔２５からも放出される。これは図１４に明確に図示されている。これは軸流
ファン２７を使用することで実施可能である。軸流ファンは前述の実施形態では機器１０
の散布工程でしか使用されていない。
【００３５】
　散布工程では、単数又は複数の小型高速ファン６０を出口ノズル２６（図１２及び１３
参照）付近に配置してもよい。小型高速ファン６０は、空気及び滅菌剤蒸気を上部１５へ
入口孔２５を介して引き入れ、出口ノズル２６を通して高速で放出する。
【００３６】
　この機構によって送気工程と散布工程とをお互いに完全に独立して作動させることがで
きる。さらに散布と送気動作に共通の部品を使用することによって構成を単純化できるの
で、重量、コスト及び製造時間の削減となる。
【００３７】
　ここで、この機器１０には加湿装置２８はない。
【００３８】
　他の構成を使用することもできる。例えば上部１５内で１つの軸流ファンを使用し、散
布装置と送気装置の両方で使用してもよい。そのような構成では弁構成を使用でき、好適
には本体１４の下部１６で使用する。弁（単数又は複数）は、送気工程では開くように作
動させ、滅菌剤を含む空気が入口４３を通して下部１６のみに引き入れられ、出口ノズル
２６を通って戻るようにしてもよい。弁（単数又は複数）は、散布工程では閉じるように
作動させ、フィルタ４４(単数又は複数)を完全に密封する。このように、空気及び滅菌剤
蒸気は入口孔２５，５０を通って上部１５のみに引き入れられ、出口ノズル２６を介して
放出される。
【００３９】
　さらに他の構成では、機器１０は送気工程中に空気から滅菌剤を除去する手段を備える
本体を有してもよく、具体的には、機器の底部に設置された軸流ファンと、空気入口と、
空気から滅菌剤蒸気を除去するフィルタ又はその他の手段と、空気出口を有してもよい。
ガス処理工程中に閉鎖空間内に滅菌剤蒸気を散布する手段は、機器の上部に放射状に設置
された散布ファンを有する。散布ファンは、周囲の空気を吸入し、閉鎖空間内に散布する
ように放出する。このファンは回転可能に取り付けて効果を向上させてもよい。



(8) JP 2013-509221 A 2013.3.14

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月10日(2012.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　滅菌処理をする閉鎖空間へ浮遊滅菌剤蒸気を供給する装置と共に使用する機器であって
、前記機器は、
前記滅菌処理のガス処理工程中に前記閉鎖空間から浮遊滅菌剤蒸気を前記機器内へ引き入
れ、前記滅菌剤蒸気を前記閉鎖空間内に放出し散布する散布手段を含み、
前記機器はさらに、
前記機器の異なる側面からの前記滅菌剤蒸気の放出を選択制御し、選択された側面から又
は１つの側面からのみ前記滅菌蒸気が放出されるようにする制御手段と、
送気工程中に前記閉鎖空間内の空気から前記滅菌剤を除去する滅菌剤除去手段と、
を含む機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の機器であって、前記散布手段は前記閉鎖空間内に空気流を生成する空
気移動手段を有する機器。
【請求項３】
　請求項２に記載の機器であって、前記散布手段は、少なくとも１つの入口と、少なくと
も１つの出口と、前記空気移動手段とを有し、前記空気移動手段は、前記少なくとも１つ
の入口を通して前記機器外から前記機器内へ空気を引き入れ、前記少なくとも１つの出口
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から前記空気をより速い速度で放出する手段を有する機器。
【請求項４】
　請求項３に記載の機器であって、前記機器は、一つ又は複数の側面に複数の入口を有す
る本体を有する機器。
【請求項５】
　請求項４に記載の機器であって、前記本体は前記本体の一つ又は複数の側面に複数の出
口を有し、複数の側面に出口を有する場合には、どの側面の出口を開いて放出するかを選
択可能にする手段を有する機器。
【請求項６】
　請求項２～５のいずれか１項に記載の機器であって、前記空気移動手段は、モータ駆動
ファンを有する機器。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の機器であって、前記散布手段によって発生する空
気流に混合されるように前記空気流に水蒸気を供給する手段を備える機器。
【請求項８】
　請求項７に記載の機器であって、前記空気流に水蒸気を供給する前記手段は、水供給源
と、前記水供給源から前記空気流に水をフラッシュ蒸発させる手段と、を含む機器。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の機器であって、前記滅菌剤除去手段は、少なくと
も１つの入口と、前記空気から前記滅菌剤蒸気を除去する手段と、少なくとも１つの出口
と、前記空気を前記機器内へ前記入口から前記滅菌除去手段を通して引き入れ、前記空気
を前記出口から放出し、それによって前記機器外の前記空気の滅菌剤濃度を下げる空気移
動手段と、を有する機器。
【請求項１０】
　請求項９に記載の機器であって、前記散布手段の前記入口の少なくとも１つは、前記滅
菌剤除去手段の入口でもある機器。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載の機器であって、前記散布手段の前記出口の少なくとも１つは
、前記滅菌剤除去手段の出口でもある機器。
【請求項１２】
　請求項９又は１０に記載の機器であって、前記散布手段の前記空気移動手段は、前記滅
菌剤除去手段の前記空気移動手段であるか又はその一部である機器。
【請求項１３】
　請求項９～１２のいずれか１項に記載の機器であって、前記入口と前記出口との間を流
れる前記空気から前記滅菌剤を除去する前記滅菌剤除去手段は、前記入口付近に配置され
る手段を有する機器。
【請求項１４】
　請求項９～１３のいずれか１項に記載の機器であって、前記滅菌除去手段の前記空気移
動手段は、ラジアルファンを有する機器。
【請求項１５】
　請求項９～１４のいずれか１項に記載の機器であって、前記出口から放出される空気の
方向は選択可能である機器。
【請求項１６】
　請求項２～１５のいずれか１項に記載の機器であって、前記散布手段の作動中に前記滅
菌除去手段の前記少なくとも１つの入口を通る空気の流れを妨げるように動作する弁手段
をさらに有する機器。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は単体である機器。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は車輪上に設置される
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機器。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は取っ手を有する機器
。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか１項に記載の機器であって、前記機器は、閉鎖空間に滅菌剤
蒸気を供給する移動可能な装置に前記本体を連結し、２台が一緒に移動できる機器を形成
するように連結する接続手段を有する機器。
【請求項２１】
　添付図面を参照して上に説明した機器及び添付図面に示す機器と実質上同一の機器。
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